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研究成果の概要（和文）：本研究では、文化財に利用されている膠に含まれる繊維タンパク質（コラーゲン）に
焦点をあて、それらのプロテオミクスを用いた正確な分析に基づき、古代から近世に至るまで重要な筆記用具で
あった墨の原料となり、また幅広い歴史年代に渡る考古遺物・文化財に使用されている膠および関連資料の分析
と解析を進めた。膠はそれ自体が動物の加工品であるため、その物性や動物種を知ることで、古代東アジアの製
墨ならびに畜産などに関連する、各地域の生産技術・工芸史を探る手がかりを得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on fiber proteins (collagen) contained in glue 
used in cultural properties, and based on their accurate analysis using proteomics, they were 
important writing instruments from ancient times to modern times We proceeded the analysis and 
analysis of glue and related materials used as ink materials and used in archeological and cultural 
assets for a wide range of historical years. Since glue is itself a processed animal product, 
knowing its physical properties and animal species gave clues to explore the production technology 
and crafts history of each region related to inkmaking and animal husbandry in ancient East Asia. 

研究分野：環境考古学

キーワード： 動物考古学　プロテオミクス
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
申請者らは墨が膠のより高度な加工品であることに注目し、製墨技法が古代中国との技術・文化交流を反映して
いること、墨で書かれた文献史料は、文献本来の文字情報に加えて墨の製造場所や制作年代を特定できる可能性
があることを明らかにした。皮革製品の分析にも応用できることも確かめた。文献史料とコラーゲンの分析によ
ってある時代の膠の流通経路や地域的分布状況がわかれば、その時代の都市と地方の政治、経済、文化的交流の
特質の解明が可能となることをつきとめた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
膠は、先史・古代より人間の生活において、接着剤、固着剤、薬種などとしてさまざまな場面
で使用されてきた。しかし膠生産の実態は、『延喜式』など文献史料にその内容が記されるよう
になる以前の時代については不明な部分が多かった。本研究では、膠が動物原料を使用するこ
とに着目し、文献史料、動物考古学的な知見および残存タンパク質の質量分析の方法を組み合
わせることにより、膠生産の実態を明らかにしうる新たな膠研究を志した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東アジア先史・古代社会における膠生産・利用をめぐる経済活動について、動物考
古学、文献史学、タンパク質質量分析を含む科学分析という、多領域の分野で行う学際的研究
を目指した。考古遺物・文化財に残存するタンパク質質量分析は、日本では申請者のグループ
が多くの現生動物種および文化財のコラーゲン・フィブロインのデータベースを構築し、予備
研究を進め、遺跡出土資料の汚染などの分析上の問題点も克服することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
文献調査を行い、膠コラーゲンの製造に用いられた動物種は、ニベ、ウシ、スイギュウ、ブタ、
ロバ、ウマ、ラクダ、ラバ、シカなど多岐に渡ることを明らかにした。そして、上記の動物の
膠を独自に調製し、プロテオミクスにおけるアミノ酸配列解析の標準的手法となっているマト
リックス支援レーザー脱離／イオン化タンデム飛行時間型（MALDI-TOF/TOF）によって各
動物のコラーゲンを見分けることが可能であることを示した。更に、市販の墨からコラーゲン
を抽出し同様の実験を実施したところ、分析した墨はウシのコラーゲンを原料としていること
が明らかになった。これらの実験・研究から、より極微量分析を可能とする方法へと発展を試
みた。幅広い研究者が利用できるデータベースを構築し、Web 上で公開するのみならず、学会
発表やシンポジウムを積極的に行い研究成果の発信につとめ、当該研究の普及を図った。 
 
４．研究成果 

本研究では、文化財に利用されている膠に含まれる繊維タンパク質（コラーゲン）に焦点をあ
て、それらのプロテオミクスを用いた正確な分析に基づき、古代から近世に至るまで重要な筆
記用具であった墨の原料となり、また幅広い歴史年代に渡る考古遺物・文化財に使用されてい
る膠および関連資料の分析と解析を進めた。膠はそれ自体が動物の加工品であるため、まずそ
の物性や動物種を知ることで、製墨ならびに畜産などに関連する、各地域の生産技術・工芸史
を探る手がかりを得た。申請者らは墨が膠のより高度な加工品であることに注目し、製墨技法
が古代中国との技術・文化交流を反映していること、墨で書かれた文献史料は、文献本来の文
字情報に加えて墨の製造場所や制作年代を特定できる可能性があることを明らかにした。文献
史料とコラーゲンの分析によってある時代の膠の流通経路や地域的分布状況がわかれば、その
時代の都市と地方の政治、経済、文化的交流の特質の解明が可能となることをつきとめた。 
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